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(57)【要約】
　血液のような血漿含有流体から分離された血漿中の脂
質を検出する血液分離システムおよび方法が提供される
。システムは血漿含有流体が血漿と他の流体成分とに分
離される流体処理区域を含む。血漿流路は分離された血
漿の少なくとも一部が該区域中または外へ流れるため流
体処理区域と連携する。脂質検出器は血漿ライン中の分
離された血漿を通って青色および／または紫外光を発射
し、その中の脂質の存在を検出する。脂質検出器は単独
でまたはヘモグロビン検出器と組み合わせて偽のヘモグ
ロビン警報の数を減らすために、または界面検出器と組
み合わせて流体処理区域内の分離された流体成分間の界
面の位置の改良された検出および修正のために使用する
ことができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　血液から血漿を分離するように構成された血液セパレーターと組み合わせて使用するた
めの光センサーシステムであって；
　分離された血漿を青色および／または紫外光が通過するように構成された青色および／
または紫外光光源と；そして
　分離された血漿を通過する前記青色および／または紫外光の少なくとも一部を受光し、
そして分離された血漿中の脂質含量を指示する信号を発生する光検出器とを含んでいる光
センサーシステム。
【請求項２】
　前記青色および／または紫外光光源は、実質的に約４５０－５１０ｎｍの範囲内の波長
を有する青色光を発射するように構成されている青色光源を含んでいる請求項１の光セン
サーシステム。
【請求項３】
　前記青色および／または紫外光光源は、実質的に約３００－４００ｎｍの範囲内の紫外
光を発射するように構成された紫外光源を含んでいる請求項１の光センサーシステム。
【請求項４】
　分離された血漿を実質的に約５５０－５８０ｎｍの範囲内の波長の光が通過するように
構成されたさらなる光源と；そして分離された血漿を通過するさらなる光の少なくとも一
部を受光し、ヘモグロビン含量を指示する信号を発生するように構成された光検出器をさ
らに含んでいる請求項１ないし３のいずれかの光センサーシステム。
【請求項５】
　前記光源は複数の別々の光源を含み、および／または前記光検出器は複数の別々の光検
出器を含んでいる請求項１ないし４のいずれかの光センサーシステム。
【請求項６】
　血液から血漿を分離するように構成された流体処理区域を含んでいる血液セパレーター
；
　流体処理区域から血漿を除去するため流体処理区域と連通している血漿流路；そして
　青色および／または紫外光が分離された血漿を通過するように構成された青色および／
または紫外光光源と、そして分離された血漿を通過する前記青色および／または紫外光の
少なくとも一部を受光し、分離された血漿中の脂質含量を指示する信号を発生するように
構成された光センサーシステム；
　を含む血液処理システム。
【請求項７】
　前記青色および／または紫外光光源は、実質的に約４５０－５１０ｎｍの範囲内の波長
を有する青色光を発射するように構成されている請求項６の血液処理システム。
【請求項８】
　青色光源から発射された青色光の５０％未満が一以上の光検出器によって検出された時
上昇した脂質含量を指示する出力を発生するように構成されているコントローラーをさら
に含んでいる請求項７の血液処理システム。
【請求項９】
　前記青色および／または紫外光光源は、実質的に約３００－４００ｎｍの範囲内の波長
を有する紫外光を発射するように構成されている請求項６の血液処理システム。
【請求項１０】
　分離された血漿を実質的に約５５０－５８０ｎｍの波長を有する光が通過するように構
成されたさらなる光源と、そして分離された血漿を通過するさらなる光の少なくとも一部
を受光し、ヘモグロビン含量を指示する信号を発生するように構成された光検出器とをさ
らに含んでいる請求項６ないし９のいずれかの血液処理システム。
【請求項１１】
　前記光源は複数の別々の光源を含み、および／または前記光検出器は複数の別々の光検
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出器を含む請求項６ないし１０のいずれかの血液処理システム。
【請求項１２】
　前記青色および／または紫外光光源は、血漿流路中の血漿を青色および／または紫外光
が通過するように構成されている請求項６ないし１１のいずれかの血液処理システム。
【請求項１３】
　前記青色および／または紫外光光源は、血液セパレーター中の血漿を青色および／また
は紫外光が通過するように構成されている請求項６ないし１１のいずれかの血液処理シス
テム。
【請求項１４】
　血漿流路と連通している血漿貯蔵容器をさらに含み、前記青色および／または紫外光光
源は、血漿貯蔵容器内の血漿を青色および／または紫外光が通過するように構成されてい
る請求項６ないし１１のいずれかの血液処理システム。
【請求項１５】
　血液から血漿を分離し；
　分離された血漿を青色および／または紫外光を通過させ；
　分離された血漿を通過する前記青色および／または紫外光の少なくとも一部を受光し；
そして
　血漿流路中の血漿の脂質含量を指示する、血漿を通過する青色および／または紫外光の
量に基づいて信号を発生させる；
　ことを含む血液を血漿と他の血液成分に分離する方法。
【請求項１６】
　前記青色および／または紫外光は実質的に約４５０－５１０ｎｍの範囲内の波長を持っ
ている請求項１５の血液分離方法。
【請求項１７】
　前記信号を発生は、青色光の５０％未満が分離された血漿を通過する時上昇した脂質含
量を指示する信号を発生させることを含む請求項１６の血液分離方法。
【請求項１８】
　前記青色および／または紫外光は、実質的に約３００－４００ｎｍの範囲内の波長を有
する紫外光を含んでいる請求項１５の血液分離方法。
【請求項１９】
　分離した血漿を実質的に約５５０－５８０ｎｍの範囲内の波長の光を通過させ；
　分離した血漿を通過した後５５０－５８０ｎｍ波長の光の少なくとも一部を受光し；そ
して
　前記分離された血漿中のヘモグロビン含量を指示する、血漿を通過する５５０－５８０
ｎｍ波長の光の量に基づいて信号を発生させる；
　ことをさらに含んでいる請求項１５ないし１８のいずれかの血液分離方法。
【請求項２０】
　前記青色および／または紫外光は、複数の別々の光源によって分離された血漿を通過さ
せられるか、および／または分離された血漿を通過した後複数の別々の光検出器によって
受光される請求項１５ないし１９のいずれかの血液分離方法。
【請求項２１】
　請求項１ないし１４のいずれかのシステムを使用する請求項１５ないし２０のいずれか
の血液分離方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は血液分離システムおよび方法に関する。もっと詳しくは、本発明は分離した血
漿中の脂質を検出するためのシステムと方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　現在種々の血液処理システムが血液源から全血の代りに特定の血液成分の採取を可能と
している。典型的には、そのようなシステムにおいて全血が血液源から引かれ、特定の血
液成分が分離、除去および採取され、そして残りの血液成分は血液源へ返還される。血液
源がヒトドナーの時は、特定の成分のみを除去することは有利である。何故ならばドナー
の体が献血前のレベルへ復帰するのに多分より少ない時間しか必要とせず、そして献血を
全血が採取される時よりももっと頻繁な間隔で行うことができるからである。これは輸注
および／または治療処置に利用される血漿および血小板のような血液成分の全体の供給量
を増加する。
【０００３】
　全血は、イリノイ州レークズーリックのフェンウォールインコーポレイテッドからのＡ
ｍｉｃｕｓセパレーターもしくは他の遠心分離装置のような遠心機を通して、またはフェ
ンウォールのＡＵＴＯＰＨＥＲＥＳＩＳ－Ｃ装置のような回転膜タイプのセパレーターを
通って、その構成成分（例えば赤血球、血小板および血漿）に分離される。
【０００４】
　これらのシステムのあるものにおいて、分離された血漿中にヘモグロビンの存在を検出
するため光学装置が備えられる。しかしながら経験は、ヘモグロビンを検出する光学装置
の性格と、そして脂質からヘモグロビンを区別する結果を与える困難性のため、血漿中の
過剰の脂質の存在は偽のヘモグロビン警告を発生し得ることを示した。血漿中の過剰の脂
質の存在は、血液セパレーター中で血漿から除去される血小板を定量化しようとする、ま
たは遠心分離の間分離された赤血球と血漿の間の界面の位置をモニターしようとするシス
テムに困難を発生させる。従って分離された血漿中の脂質の存在をより良く検出する血液
処理システムに対する需要が残っている。
【概要】
【０００５】
　以下に記載しそしてクレームした装置およびシステムに個々にまたは一緒に具体化し得
るいくつかの本主題の局面が存在する。これらの局面は単独で、またはここに記載した主
題の他の局面と組み合わせて採用することができ、そしてこれらの局面の説明はこれらの
局面の別々の使用またはそのような局面の別々のクレームまたは特許請求の範囲に述べた
のと異なる組み合わせを排除することを意図しない。
【０００６】
　一局面において、分離された血漿のための流れのための血漿流路を有する血液分離チャ
ンバーと組み合わせて使用するための光センサーシステムが提供される。光センサーシス
テムは、青色および／または紫外光が血漿流路中の血漿を通過するように構成された青色
および／または紫外光源を含んでいる。光センサーシステムはまた、青色および／または
紫外光の少なくとも一部を受光し、そして血漿流路中の血漿中の脂質含量を指示する信号
を発生する。
【０００７】
　他の一局面において、血液処理システムは血液から血漿を分離するように構成された流
体処理区域を有する血液セパレーターを含む。システムはまた、流体処理区域から血漿を
除去するための該区域と連通する血漿流路を含んでいる。血液処理システムの光センサー
システムは、青色および／または紫外光が血漿流路中の血漿を通過するように構成された
青色および／または紫外光源を含んでいる。光センサーシステムはまた、青色および／ま
たは紫外光の少なくとも一部を受光し、そして分離された血漿中の脂質含量を指示する信
号を発生する。
【０００８】
　なお他の一局面において、血液を血漿と他の血液成分とに分離するための方法が提供さ
れる。該方法は血液から血漿を分離し、そして青色および／または紫外光を分離された血
漿を通過させることを含む。青色および／または紫外光の少なくとも一部が分離された血
漿を通過した後受光され、そして血漿を通過する青色および／または紫外光の量に基づい
て信号を発生する。この信号は分離された血漿中の脂質含量を指示する。
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【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】回転膜タイプの分離チャンバーを有する使い捨て流体セットと組み合わせた本開
示の局面を採用する血液処理システムの正面図である。
【図２】作業位置で示した遠心機ボウルおよびスプールを有する本発明の局面を採用する
血液処理システムの一部破断一部断面側面図である。
【図３】血液分離チャンバーを収容するための直立位置で示したボウルおよびスプールを
有する、図２に示したシステムの一部破断一部断面側面図である。
【図４】直立位置にあり、そして血液分離チャンバーを支承している図３に示した遠心機
アセンブリのスプールの斜視図である。
【図５】スプールと連携外にある図４に示した血液分離チャンバーの平面図である。
【図６】傾斜路が所望位置にある時のチャンバー内の遠心的に分離された赤血球層、血漿
層および界面を示す、血液分離チャンバーと連携した遠心機アセンブリに支承された界面
傾斜路の拡大斜視図である。
【図７】傾斜路上の赤血球層とそして望まない高い位置にある界面を示す、図６の界面傾
斜路の拡大斜視図である。
【図８】傾斜路上の赤血球層とそして望まない低い位置にある界面を示す、図６の界面傾
斜路の拡大斜視図である。
【図９】界面コントローラーの一部を形成することができる、光センサーアセンブリの概
略図である。
【図１０】界面コントローラーの一部を形成することができる、代替光センサーアセンブ
リの概略図である。
【例証具体例の詳細な説明】
【００１０】
　ここに開示した具体例は本主題の説明を提供する目的のためであり、そして主題は詳細
に示さない種々の形および組み合わせに具体化し得ることが理解される。それ故ここに記
載した特定の具体例および特徴は特許請求の範囲に規定した主題の限定として解釈しては
ならない。
【００１１】
　図１は、ＦｅｎｗａｌからＡＵＴＯＰＨＥＲＥＳＩＳ－Ｃとして現在販売されているタ
イプの回転膜タイプの血液処理システム１０を示す。図１のシステム１０は、本開示の装
置および方法と共に採用することができる血液処理システムの一つのタイプの単なる例示
であり、本開示の適用可能性の限定として理解すべきではない。
【００１２】
　システム１０は、使い捨て流体セット１２と協力のための、マイクロプロセッサーまた
はコントローラーのコントロール下にある種々のポンプ、検出器、クランプ等を備えてい
る。図１に示すように、システム１０の前面にポンプＰ１－Ｐ４が備えられる。これらの
ポンプはぜん動タイプで良く、そして血液をセット１２の種々のエレメントの間で望む方
向に流すため使い捨て流体セットの種々のチューブと協力する。
【００１３】
　一連のクランプＣ１－Ｃ５も使い捨て流体セット１２のチューブを収容するために備え
られることができる。クランプＣ１－Ｃ５は開位置と閉位置の間を可動であり、そのため
それを連携するチューブを開きまたは閉じるように作動する。
【００１４】
　システムの前面は、圧力トラスジューサー１４、ヘモグロビン検出器１６、空気検出器
１８、液体貯槽２０のレベルを決定するためのセンサー、および使い捨て流体セット１２
の血液分離チャンバー２４のためのマウントまたは下方ホルダー２２のような多数の部品
を含むことができる。システム１０の前面はまた、分離チャンバー２４のローターを駆動
するモーター磁石を取り付けるためのモーターカップまたは回転アクチュエーター２６を
含むことができる。このように分離チャンバー２４はその上端を回転アクチュエーター２
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６内に配置して下方マウント２２上に設置され、それによって磁気接続が磁気駆動モータ
ーと設置されたチャンバーのローターとの間に実現される。
【００１５】
　図示したシステムおよびセット１２を使用する血液を構成部分に分割する方法に従えば
、セット１２はシステム１０へ、図１に示したように、そのチューブが種々のポンプ、ク
ランプおよび検出器を通過するように取り付けられる。マイクロプロセッサーの制御のも
とにシステム１０は、血液を血液源から（例えばドナーまたは患者または容器から）静脈
切開針のようなアクセス器具２８を介して引くため、ポンプ、クランプ、検出器等を作動
する。セット１２の抗凝固剤源または容器３０からの抗凝固剤を一以上のポンプの作動の
もとで血液へ加えることができる。抗凝固剤添加血液は、血液が血漿と細胞性血液成分と
の分離される流体処理区域を備える回転膜タイプ分離チャンバー２６の上部ポート３２中
へ指向される。適切な分離チャンバーおよびその作動の追加的詳細は、参照としてここに
取り入れる米国特許第５，１３５，６６７号および第５，１９４，１４５号に見られる。
【００１６】
　分離された細胞成分はポート３９を通って分離チャンバー２６を出て、そして貯槽２０
中へ流れることができる。分離された細胞成分は後での使用または処理のため貯蔵される
か、またはアクセス器具２８を介して血液源へ返還することができる。
【００１７】
　分離された血漿は、血漿貯蔵容器３８へ入る前にヘモグロビン検出器１６を通って流れ
るように、ポート２６およびセット１２の関連する血漿流路または血漿ラインを通って分
離チャンバー２６を出て行くことができる。一具体例において、ヘモグロビン検出器１６
は光源および光検出器を含むことができ、光検出器は約５５０－５８０ｎｍの範囲の波長
を持つ緑色光を発光するように構築されている。ヘモグロビンは、光検出器による低いレ
ベルの読み（すなわち血漿流路中、血漿が通過する代わりに血漿によって緑色光のある量
が吸収された時）が分離された血漿中の大きなヘモグロビン濃度または含量の指示である
ことを意味する、そのような光を吸収するであろう。光検出器は血漿中のヘモグロビン濃
度または含量を指示する信号を発生させ、そしてレベルが一定量を超えている時、分離さ
れた血漿中の上昇したヘモグロビン濃度または含量をオペレーターへ警告する警報または
信号を発生するか、および／または溶血を減らすため処理条件を変えるため該当するポン
プ速度を変更するシステム１０のコントローラーへ信号を送信する。
【００１８】
　本主題に従えば、ヘモグロビン検出器１６を通って流れることに加え、分離された血漿
は脂質検出器または光センサーシステム４０を通って流れることができる。図示した具体
例において、脂質検出器４０はヘモグロビン検出器１６の下流に配置されているが、他の
具体例においてはそれはヘモグロビン検出器１６の上流に配置することができ、またはヘ
モグロビンと脂質の検出器を単一の統合した検出器またはステーションに組み込むことが
できる。
【００１９】
　脂質検出器４０は一以上の光源４２と、そして光源によって発光された光の少なくとも
一部を受光するように位置しそして配向された一以上の光検出器４４を含んでいる。例え
ば一具体例において、各光源は、脂質検出器４０を通過する使い捨てセットのチューブの
反対側の関係する光検出器を含んでいる。他の具体例においては、光検出器は関係する光
源に関してある角度に配置することができ、および／または異なる数の別々の光源および
光検出器があり、それらを一緒に統合することもできる。
【００２０】
　各光源４２は関連する光検出器４４によって少なくとも部分的に受光される光をチュー
ブを通して放つ。光の性格とチューブを通過する流体の組成に応じて、光源によって発射
された光の全部が関連する光検出器によって受光されないことがあり得る。例えば光の一
部の波長が一部の流体成分を通過しそして検出されることなくそれによって吸収されるで
あろう。他のファクター（例えばチューブ自体によってチューブを通過する光が散乱また
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は吸収される傾向）を考慮に入れて、光検出器によって受光される光のパーセンテージお
よび性格は、流体またはその成分によって吸収された光（またはその一以上の波長）のパ
ーセントの指示である。
【００２１】
　上で記したように、分離された血漿中の脂質の存在は、一部のヘモグロビン検出器から
の偽のヘモグロビン警報、分離された血漿中に存在する血小板定量の困難性、および遠心
分離の間分離された赤血球と血漿の間の界面の位置の可能性ある誤算出を含む、多数の理
由のため問題になり得る。従って、分離された血漿中の脂質の検出、そして特にヘモグロ
ビンからの脂質の区別は非常に有用である。ヘモグロビンは、約５５０ないし５８０ｎｍ
（酸素含量に応じて）において実質的に光を吸収し、しかし青色光（例えば約４７０ｎｍ
、または約４５０ないし５１０ｎｍの範囲の波長を持つ）と、紫外光（例えば約３８０ｎ
ｍまたは約３００ないし４００ｎｍの範囲の波長を持つ）の透過を実質的に許容する。他
方青色および／または紫外光は、チューブを通って流れる分離された血漿中に存在する脂
質によって実質的に吸収されるであろう。このため青色および／または紫外光を発光する
ように構成された光源４２を血漿中の脂質の存在または不存在を検出するために使用し得
る。
【００２２】
　図１の具体例において、チューブおよびそれを通って流れる血漿を通って青色光、紫外
光または両方の波長を含む光を指向させる、好ましくは１個の光源４２が採用される。他
の具体例においては、各自チューブおよびそれを通って流れる血漿を通って青色光、紫外
光または両方の波長を含む光を指向させる、複数の光源を採用することができる。もし複
数の光源が採用されるならば、種々の光源は同じ光、または異なる波長の光を発射するこ
とができる。光源の性格は本開示の範囲を逸脱することなく変動し得るが、しかし一具体
例において光源は発光ダイオードを含む。
【００２３】
　青色および／または紫外光はチューブとチューブを通って流れる血漿を通過し、そして
関係する光検出器４４によって少なくとも一部が受光される。光検出器（一具体例におい
て、これは光ダイオードを含む）は血漿中の脂質の量または濃度の指示である信号を発生
する。この信号は、もし必要であれば脂質検出器４０またはコントローラーのプロセッサ
ーによってさらに処理されることができる。もし光の比較的大きい量またはパーセントが
検出器によって受光されたならば、検出器によって大きいまたは強い信号が発生させられ
ることができる。もし光の比較的小さい量またはパーセントが検出器によって受光された
ならば、検出器によって小さいまたは弱い信号が発生させられ得る。信号が小さければ小
さいほどまたは弱ければ弱いほど、チューブを通って流れる分離される血漿中により多い
脂質が存在し、そしてこのためより多くの青色および／または紫外光が吸収される。もし
複数の光検出器が採用されるならば、複数の信号が光検出器によって発生させれるか（例
えば各光検出器が一つの信号を発生し）、または種々の光検出器による読みを単一の信号
に統合することができる。
【００２４】
　プロセッサーまたは処理エレメントは、光検出器からさらなる解析のための分離された
血漿の脂質含量の指標である信号を受信する。この解析は処理エレメントにより種々の方
法において実施することができる。一具体例において、処理エレメントは、光源からの全
部のまたはあらかじめ選択された量の光を受光した時光検出器によって発生した信号を代
表する期待されるまたは参照信号と比較する。実際の信号と期待される信号の間の差は、
分離された血漿の脂質含量または濃度の指示であり、比較的小さい差は脂質の不存在また
は比較的小さい量を指示し、そして比較的大きい差は血漿中の比較的大きい量の脂質の存
在を指示する。他のファクター（例えば光源から光検出器への光の透過に対する血漿およ
びチューブの影響）を光検出器からの信号を解析するとき処理エレメントによって考慮す
ることができる。
【００２５】
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　信号を解析した後、処理エレメントはチューブ中の血漿の脂質含量または濃度を指示す
る出力を発生する。この出力をもって、システム１０のコントローラーは、レベルが一定
の量を超えたときオペレーターへ分離された血漿中の脂質の存在を知らせる警告または信
号を発生する。例えば、平均または正常な脂質濃度値は約１００ｍｇ／ｄＬである。他方
それより大きいまたは特定の閾値（例えば一具体例において、約２００ｍｇ／ｄＬ）にあ
る脂質濃度は上昇したまたは高いと考えることができ、そしてもし検出されたならば警報
を登録か、または脂血血漿を指示する出力を発生するであろう。一実施例において、約１
００ｍｇ／ｄＬの脂質濃度を有する血漿中へ照射される約４９０ｎｍの波長を有する青色
光の約２８－３８％が吸収されたか、または関連する光検出器へ他のように到達しなかっ
た。対照的に、約２００ｍｇ／ｄＬの脂質濃度を有する血漿中へ照射される同じ青色光の
約５８－６２％が吸収されたか、または関連する光検出器へ他のように到達しなかった。
このためそのような例に基づいて、システム１０のコントローラーまたはプロセッサーは
、光源から発射された光の４０％以上または５０％以上が吸収されるか、または他のよう
に関係する光検出器へ到達しなかった時、警報を発するように構築することができる。脂
血血漿はある種の治療用途には不適であるが、しかし他の用途には適していることがあり
得る。従って脂質検出器４０によって脂血血漿として同定された血漿は標識されるか、隔
離されるか、またはそれが適している用途のため目印することができる。
【００２６】
　一具体例において、脂質検出器４０は、ヘモグロビンが検出された時だけ分離された血
漿を分析するようにシステムコントローラーによりそれが作動されるように、ヘモグロビ
ン検出器１６の作動と組み合わせて採用することができる。もし血漿中に脂質の有意の量
の存在が検出されたならば、脂質をヘモグロビンから区別する困難性のためヘモグロビン
検出器が偽の警報を発する傾向がある。偽のヘモグロビン警報の回数を減らすため、シス
テム１０のコントローラーは、ヘモグロビン警報または信号を発する前に、脂質検出器４
０およびヘモグロビン検出器１６からの信号を待つように構築されることができる。もし
血漿流路を通過する血漿が検出器によってヘモグロビンと脂質の両方の高いレベルを持っ
ていると決定されたならば、コントローラーはヘモグロビン警告信号をキャンセルし、そ
して脂質信号または警報のみを発するように構成されることができる。そのためそのよう
なシステムは、それにより脂血血漿がヘモグロビン検出器によって溶血血漿と誤って同定
される偽の警報を防止することを助ける。他の具体例において、脂質検出器４０はヘモグ
ロビン検出器１６から独立であることができ、そしてヘモグロビン検出器１６により血漿
中に溶血が検出されたか否かに関係なく作動することができる。
【００２７】
　上で述べたように、本開示に従った脂質検出器は図１の回転膜セパレーターシステム１
０と組み合わせた使用に限定されず、他のタイプの血液処理システムにも採用することが
できる。例えば図２および図３は、図１のシステム１０に関して上に記載した、分離した
血漿中の脂質の存在または濃度を検出するための本開示に従った脂質検出器を組み入れる
ことができる遠心血液処理システム１１０を示している。
【００２８】
　本主題は追加の有用性を持っている。本開示の他の局面に従えば、システム１１０は、
改良された脂質および界面検出能力のため界面コントローラー１１２（図９および１０）
と組み合わせて脂質検出器を採用することができる。図示したシステム１１０は、ここに
参照として取り入れる米国特許第５，８６８，６９６号に詳しく記載されている、イリノ
イ州レークズーリックのフェンウォール、インコーポレイテッドによってＡＭＩＣＵＳセ
パレーターとして現在上市されているシステムと多数の遠心機設計を共通にしている。シ
ステム１１０は種々の流体の処理に使用できるが、しかし特に全血、血液成分、または他
の生物学的細胞材料の懸濁液の処理のために良く適している。
【００２９】
　Ａ．遠心機アセンブリ
　システム１１０は血液成分を遠心分離するために使用される分離チャンバー１１４を含
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んでいる。システム１１０は、血液を種々の成分（例えば血小板濃縮物、血小板リッチ血
漿および赤血球）に分離するようにプログラムされることができる。それは血小板採取、
治療的血漿交換、赤血球交換、赤血球または血漿採取、または他の血液処理適用のために
使用することができる。例証目的のみのため、血小板採取操作および治療的血漿交換操作
がここに記載されるであろう。しかしながら、ここに記載され、クレームされた原理は、
本開示の範囲を逸脱することなく他の血液分離操作にも採用することができる。
【００３０】
　図示した遠心機アセンブリ１１４は、ここに参照として取り入れるＢｒｏｗｎらの米国
特許第５，３１６，６６７号の遠心機アセンブリといくつかの設計局面を共通している。
例証の目的のためそして限定ではなく示した図示した遠心機アセンブリは、ボウル１１６
とスプール１１８とを含む。一具体例において、ボウル１１６とスプール１１８は、作業
位置（図２）と装荷／脱装荷位置（図３）の間でヨーク１２０の上で回動する。ボウル１
１６とスプール１１８へアクセスする他の方法も本開示の範囲を逸脱することなく採用し
得る。本主題は成形した遠心機チャンバー、あらかじめ形成した処理チャンバースロット
を有する遠心機ボウル、または他の設計のような、スプールおよびボウルを使用しない遠
心機に使用することができる。
【００３１】
　Ｂ．血液分離チャンバー
　血液分離チャンバー１２２は種々に構成することができる。図５は代表的な具体例を示
している。
【００３２】
　図５に示したチャンバー１２２は単一また多段階処理のどちらも許容する。全血の多段
階処理に使用する時、第１の段階１２４は全血を第１および第２の成分に分離する。分離
操作の性格に応じて、成分の一方をさらなる処理のため第２の段階１２６へ移すことがで
きる。
【００３３】
　図４および図５に最良に示すように、第１段階１２４に関連して３個のポート１２８，
１３０および１３２が存在する。特定の血液処理操作に応じて、ポートは異なる機能を持
つことができるが、例示的操作においては、１３２で同定したポートは、血液源またはド
ナーから血液（これは抗凝固剤を含有することができる）を第１段階１２４中へ運搬する
ために使用することができる。そのような操作の間、他の２個のポート１２８と１３０は
、第１の段階１２４を出て行く分離した血液成分のための出口ポートとして役立つことが
できる。例えば第１の出口ポート１３０は第１の段階１２４から低密度血液成分を運搬し
、一方第２の出口ポート１２８は高密度血液成分を第１段階１２４から運搬することがで
きる。
【００３４】
　１段階処理を実施する方法において、分離された成分の一方はドナーへ返還され、他方
は第１の段階から除去され、貯蔵される。例えば治療的血漿交換操作を実施する時、第１
段階１２４において全血が細胞成分（すなわち高密度赤血球成分）と実質上細胞不含成分
（すなわち低密度成分）として分離される。血漿は採取および貯蔵のため第１の出口ポー
ト１３０を経由して第１の段階１２４から除去され、一方細胞成分は第２の出口ポート１
２８を経由して第１段階から除去され、そしてドナーまたは患者へ返還される。代って血
漿を採取し貯蔵する代りに、分離後捨てられるか、または二次装置により処理されそして
ドナーまたは患者へ返還されることができる。
【００３５】
　もし多段階処理が必要であれば、例えば血小板採取操作において成分の一つ（血小板リ
ッチ血漿）は第１段階１２４から関連するポート１３４を経由して第２段階１２６へ移さ
れるであろう。第２段階１２６へ移された成分は血漿と血小板濃縮物のようなサブ成分に
さらに分画され、サブ成分の一つ（一具体例においては血漿）は出口ポート１３６を経由
して第２段階から除去され、そして他のサブ成分（一具体例においては血小板リッチ血漿
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）は第２段階１２６中に残る。図示した具体例において、ポート１２８，１３０，１３２
，１３４および１３６はチャンバー１２２の頂部横縁に沿って並んで配置されている。
【００３６】
　前記した治療的血漿交換操作に使用される時、第１の段階１２４の同じポート１２８，
１３０および１３２が使用されるが、ポート１２８と１３２は多段階分離操作において異
なる機能を持つことができる。血小板採取のための多段階作業方法において、血液はポー
ト１２８を経由して第１段階１２４へ入り、そして赤血球（すなわち高密度血液成分）と
血小板リッチ血漿（すなわち低密度血液成分）とに分離される。赤血球はドナーへ返還さ
れ（ポート１３２を経由して）、他方血小板リッチ血漿は第１段階１２４を出て（第１の
出口ポート１３０を経由して）そして第２段階１２６へ（入口ポート１３４を経由して）
運ばれる。第２段階１２６において、血小板リッチ血漿は血小板プア血漿と血小板濃縮と
して分離される。血小板プア血漿は第２段階１２６から除去され（出口ポート１３６を経
由して）、そして来たるべき再懸濁および一以上の貯蔵容器への移送のため血小板濃縮物
を第２段階１２６中へ残す。
【００３７】
　図４に最良に示すように、チューブ臍帯１３８がポート１２８，１３０，１３２および
１３６へ取り付けられる。臍帯１３８は、回転する第１および第２段階１２４および１２
６を相互に、そして遠心機アセンブリ１１４の回転部品の外部に配置されたポンプおよび
他の静止部品とに相互接続する。図２が示すように、非回転（ゼロオメガ）ホルダー１４
０は、臍帯１４２の上方部分をスプール１１８およびボウル１１６上方の非回転位置に固
定する。ヨーク１２０上のホルダー１４２は、臍帯１３８の中間部分を第１の速度（１オ
メガ）において懸吊したスプール１１８とボウル１１６のまわりで回転させる。他のホル
ダー１４４（図３および４）は、臍帯１３８の下端を遠心機アセンブリ１１４へ取り付け
る。臍帯１３８の本来の強度は遠心機アセンブリ１１４をして１オメガ速度の２倍の速度
（２オメガ）で回転させる。この知られた臍帯１３８の相対回転はそれをねじりの蓄積か
ら守り、この態様で回転シールの必要性を回避する。代替具体例においては、遠心機アセ
ンブリ１１４を回転するため臍帯１３８をホルダー１４２が回転する代りに、臍帯１３８
および／または遠心機アセンブリ１１４を別に回転するため歯車システムを採用すること
ができる。本主題は回転シールを使用する遠心機にも使用することができ、そしてシール
なし遠心機システムに限定されないことに注目すべきである。
【００３８】
　図５に示すように、第１の内部シール１４６が低密度出口ポート１３０と高密度出口ポ
ート１２８の間に配置されている。第２の内部シール１４８は高密度出口ポート１２８と
血液入口ポート１３２の間に配置されている。内部シール１４６および１４８は流路１５
０（例示血小板採取操作においては全血のための入口または例示治療的血漿交換操作にお
いては高密度血液成分のための出口）と、そして第１段階１２４における低密度採取区域
１５２を形成する。第２のシール１４８は第１段階１２４中の流体流路（例示的血小板採
取操作において高密度血液成分のための出口または例示的治療目的血漿交換操作において
血液入口）をも形成する。
【００３９】
　血小板採取操作において、流体流路１５０は血液を第１段階１２４へ導き、そこで光学
的に密な層１５６（図６）へ分離する。この層は大きいおよび／または重い血液粒子が遠
心力の影響のもとで高Ｇ（外側）壁へ向かって動く時に生成する。光学的に密な層１５６
は赤血球を含むであろう（このためここでは“ＲＢＣ層”と呼ぶ）が、しかしアセンブリ
１１４が回転する速度に応じ、他の細胞成分（例えば大きい白血球）もＲＢＣ層１５６中
に存在し得る。
【００４０】
　流体通路１５０により血液を第１段階１２４中へ流す（血小板採取操作におけるように
）代りに、血液は治療目的血漿交換操作においては流体通路１５４によって第１段階に入
るが、しかし血液はなおＲＢＣ層１５８に分離される。血小板採取操作と比較して、遠心
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機アセンブリ１１４は治療目的血漿交換操作の間より速い速度で回転し、第１段階１２４
内により強力な遠心場をつくり出す。より強力な遠心場の結果、追加の細胞成分、すなわ
ち白血球および血小板がＲＢＣ層１５６中により多い量で存在するであろう。
【００４１】
　両方の場合、ＲＢＣ層１５６の成分の運動はより密度の小さい血液成分を低Ｇ（内側）
壁１６４へ向かって移動させ、第２の光学的により密度の低い層１５８を形成する。例示
的血小板採取操作において、光学的により密でない層１５８は血小板リッチ血漿（このた
めここでは“血漿層”と称す）を含んでいる。他の例示的治療目的血漿交換操作において
は、光学的により密でない層１５８は実質的に血小板不含血漿を含んでいる。しかしなが
ら、遠心機アセンブリ１１４が回転する速度および血液が遠心機アセンブリ内に滞在する
時間の長さに応じて、他の成分（例えばより小さい白血球）も血漿層１５８内に存在し得
る。
【００４２】
　ＲＢＣ層１５６と血漿層１５８の間の過渡域は界面１６０（図６）と一般に称される。
血小板と白血球（これらは血漿よりも大きく、そして通常赤血球よりも小さい密度を持っ
ている）が典型的にこの過渡区域を占領しているが、それはこの技術分野において良く知
られているように、遠心速度および滞在時間に応じて変動する。
【００４３】
　チャンバー１２２内の界面１６０の位置は、図７および８が示すように、動的にシフト
する。もし界面１６０が高過ぎるならば（すなわち図７が示すように低Ｇ壁１６４および
除去ポート１３０へ近過ぎるならば）、細胞成分が低密度採取区域１５２へあふれ、潜在
的に低密度成分（典型的には血漿）の品質に悪影響し得る。他方界面１６０の位置が低過
ぎるならば（すなわち図８が示すようにそれが低Ｇ壁１６４から遠過ぎるならば）、シス
テム１１０の採取効果が損なわれる。
【００４４】
　図示した具体例において、図６が示すように、傾斜路１６６がボウル１１６の高Ｇ壁１
６２から角度“Ａ”で低密度採取区域１５２にわたって延びている。第１の出口ポート１
３０の軸に関して測定した角度“Ａ”は一具体例において、約２５°である。図６はスプ
ール１１８の低Ｇ壁１６４から見た時の傾斜路１６６の配向を示している。図５は点線で
ボウル１１６の高Ｇ壁１６２から見た時の傾斜路１６６の配向を示している。
【００４５】
　傾斜路１６６と第１の出口ポート１３０の角度関係の詳細は、ここに参照として取り入
れるＢｒｏｗｎらの米国特許第５，６３２，８９３号に見ることができる。
【００４６】
　傾斜路１６０は第１の出口ポート１３０へ向かっての流体の流れを制限する先細の楔を
形成している。傾斜路１６６の頂縁は低Ｇ壁１６４に沿って狭くなった通路１６８を形成
するように延びている。血漿層１５８は第１の出口ポート１３０へ到達するためには狭く
なった通路１６８を通って流れなければならない。
【００４７】
　図６が示すように、傾斜路１６６は、ＲＢＣ層１５６と血漿層１５８の間の界面を検出
のため一層見分け易くし、後でさらに詳しく記載されるように、チャンバー１２２の高Ｇ
壁１６２の光透過区域を見せるため、ＲＢＣ層１５６、血漿層１５８および界面１６０を
ディスプレーする。
【００４８】
　分離チャンバー１２２およびその作動はここに参照として取り入れる米国特許第５，３
１６，６６７号に見られる。
【００４９】
　Ｃ．界面コントローラー
　一具体例において、界面コントローラー（図９および１０）は、遠心機アセンブリ１１
４の外部の異なる位置に配置された、第１の光センサーシステムまたはアセンブリ１７０
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と、第２の光センサーシステムまたはアセンブリ１７２（図９）または１７２ａ（図１０
）を含んでいる。第１および第２の光センサーシステムは界面コントローラー１１２の一
部として組み合わせて使用されているように記載されるが、それらは本開示の範囲を逸脱
することなく別々に使用することができる。
【００５０】
　（１）第１の光センサーシステム
　第１の光センサーシステム１７０は、傾斜路１６６上のＲＢＣ層１５６と血漿層１５８
の間の界面１６０の位置を検出するように配向される。もし第１の光センサーシステム１
７０によって検出された界面１６０が不適切な位置（例えば図７または８の位置に）にあ
るならば、界面コントローラー１１２は界面１６０の位置を修正するように機能する。好
適な第１の光センサーシステム１７０および界面１６０の位置の決定方法は、ここに参照
として取り入れる米国特許第６，３１２，６０７号に記載されている。界面１６０位置を
決定するための他のシステムおよび方法も本開示の範囲を逸脱することなく採用すること
ができる。
【００５１】
　一具体例において、第１の光センサーシステム１７０は傾斜路１６６を通って光る光を
受光する。この光は第１の光センサーシステム１７０へ反射し戻され、界面処理モジュー
ル１７４（図９および１０）へ送られる一以上の信号を発生し、該モジュールは狭くなっ
た通路１６８に関して傾斜路１６６上の界面１６０の位置を決定することができる。
【００５２】
　傾斜路１６６上の界面１６０の位置が決定された時、界面処理モジュール１７４はその
情報を界面指令エレメントまたはモジュール１７６へ出力する。界面指令モジュール１７
６は界面位置出力と所望の界面位置を比較し、エラー信号を発生させるためのコンパラタ
を含むことができる。このエラー信号は多数の形を取ることができるが、しかし一具体例
においては目標赤血球パーセント値（すなわちＲＢＣ層１５６によって占められるべき傾
斜路１６６のパーセント）として表すことができる。
【００５３】
　この制御値が目標赤血球パーセント値として表される時、正のエラー信号は傾斜路１６
６上のＲＢＣ層１５６が過大であることを指示する（図７が示すように）。界面指令モジ
ュール１７６は、例えば出口ポート１３０へ接続されたチューブ１７８を通ってポンプ１
７８の作用によって除去される血漿の流量を減らすことによって作業パラメータを調節す
る信号を発生する（図９および１０）。界面１６０は狭くなった通路６８から遠くへ信号
がゼロである所望の制御位置（図６が示すような）へ向かって動く。
【００５４】
　負のエラー信号は傾斜路１６６上のＲＢＣ層が過小であることを指示する。界面指令モ
ジュール１７６は、例えば第１の出口ポート１３０を通って除去される血漿の流量を増加
することによって作業パラメータを調節する信号を発生する。界面１６０はエラー信号が
再びゼロである所望の制御位置へ狭くなった通路１６８へ向かって動く。
【００５５】
　（２）第２の光センサーシステム
　血漿層１５８の光透過性を減らす脂質の存在は第１の光センサーシステム１７０による
界面位置の誤計算に導き得る。従って血漿層１５８中に脂質が存在するか否かを決定する
ための第２の光センサーシステム１７２，１７２ａを別に備えることができる。もし存在
すれば、第２の光センサーシステム１７２，１７２ａは界面処理モジュール１７４および
界面指令モジュール１７６と協力し、以下に詳しく記載するように、第１の光センサーシ
ステム１７０によって発生した信号から発生する位置計算および応答を調節することがで
きる。
【００５６】
　図９は、例示的な第２の光センサーシステム１７２を示し、図１０は後で記載すること
を除いてシステム１７２と構造および機能が類似である代替第２の光センサーシステム１
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７２ａを示す。
【００５７】
　第２の光センサーシステム１７２，１７２ａは血漿層１５８が存在する流体回路のどこ
かの光透過部分をモニターするように配置    することができる。図示した具体例におい
て、第２の光センサーシステム１７２，１７２ａは、第１段階から出て行く血漿をモニタ
ーするように血液分離チャンバー１２２の第１の出口ポート１３０へ接続されたチューブ
１７８をモニターするように配置される。他の血液処理システムに組み入れる時、第２の
光センサーシステムは他の位置、例えば遠心機アセンブリ（または血液から血漿が分離さ
れるどのような装置でも）の内側か外側に、または遠心機アセンブリ（または血液から血
漿が分離されるどのような位置でも）の一部は内側に一部は外側に配置することができる
。
【００５８】
　図９および１０に図示した具体例において、第２の光センサーシステム１７２，１７２
ａは一以上の光源１８２，１８２ａ，１８２ｂと、そしてこれら光源から発射された光の
少なくとも一部を受光するように配置され、配向された一以上の光検出器１８４，１８４
ａ，１８４ｂを含んでいる。例えば一具体例において、各光源は、チューブ１７８の反対
側の関連する光検出器を含んでいる。他の具体例においては、光検出器は関連する光源に
関してある角度に配置することができ、および／または光源と光検出器の異なる数が存在
してもよい。
【００５９】
　各光源１８２，１８２ａ，１８２ｂは関連する光検出器１８４，１８４ａ，１８４ｂに
よって少なくとも部分的に受光される光をチューブ１７８を通って発射する。図１の脂質
検出器４０の前記説明によれば、各光源は分離された血漿中の脂質の存在を検出するため
、青色および／または紫外光を発光するように構成        される。
【００６０】
　青色および／または紫外光はチューブ１７８および血漿を通過し、そして関連する光検
出器１８４，１８４ａ，１８４ｂによって少なくとも一部が受光される。光検出器（一具
体例においては発光ダイオードを含む）は第２の光センサーシステム１７２，１７２ａの
プロセッサーまたは処理エレメント１８６によって受信される信号を発生する。代替具体
例においては、光検出器からの信号は、界面処理モジュールのような界面コントローラー
１１２の他の部品へ直接送られる。なお他の具体例においては、処理エレメント１８６が
界面処理モジュール１７４のような界面コントローラー１１２の他の部品中に組み入れら
れる。
【００６１】
　処理エレメント１８６は光検出器からの信号を解析し、分離された血漿中の脂質分量を
決定する。この解析は処理エレメント１８６により、図１の具体例に関して上に記載した
態様のような種々の態様のいずれかによって実施することができる。信号を解析した後、
処理エレメント１８６はチューブ１７８中の血漿中の脂質含量または濃度を指示する信号
を発生する。図９および１０に示した一具体例においては、処理エレメント１８６からの
出力は、傾斜路１６６上の界面１６０の位置の位置決めおよび制御に使用するため界面処
理モジュール１７４へ送られる。前述したように、血漿層１５８の光透過性は、個々のド
ナーの生理または形態に依存する血漿中の脂質濃度に応じて変動するであろう。脂血症血
漿は食塩水または非脂血症血漿から有意に異なる光密度を持っている。その結果脂質の高
濃度を有する傾斜路１６６上の血漿の存在は、界面の物理的寸法と独立して無関係に感知
した電圧信号の大きさを減少する。従って第１の光センサーシステム１７０は、そのよう
な状況において界面１６０の位置のモニタリングの減少した正確性を持ち得る。
【００６２】
　図９および１０に示すように、第２の光センサーシステム１７２，１７２ａの処理エレ
メント１８６は界面処理エレメントまたはモジュール１７４と関連し、これは界面指令エ
レメントまたはモジュール１７６と関連し得る。図示した界面指令モジュール１７４は、
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血液分離チャンバー１２２から血漿を除去するためのチューブ１７８と関連するポンプ１
８０の運転を制御する。従って第２の光センサーシステム１７２，１７２ａの処理エレメ
ント１８６によって集められそして処理される信号は、界面１６０の位置の決定および／
または界面１６０を再配置するための（例えばポンプ１８０の運転速度を変更することに
より）修正作用を取る時に考慮または要因とすることができる。界面の位置を決定し、制
御するための二つの別のセンサーアセンブリを採用するシステムおよび方法は、ここに参
照として取り入れるＦｏｌｅｙらの米国特許出願Ｎｏ．１３／０２１，３４６に記載され
ている。本開示のように、前記米国特許出願は第１のセンサーの作動を修正または改善す
る脂質センサーを使用し、そのためそのシステムおよび方法は、血液分離チャンバー中の
分離された血漿と赤血球の間の界面の位置を一層正確に決定するため第２の光センサーシ
ステム１７２，１７２ａと共に実施することができる。
【００６３】
　以上の説明は、血液分離装置の出口チューブに関連して脂質検出器が使用される具体例
に主として関しているが、本開示に従った脂質検出器は分離される血漿が存在するであろ
う他の場所において使用できることを理解すべきである。例えば脂質検出器は、上に記載
しそして図９および１０に示した第１の光センサーシステム１７０と同様な脂質検出器の
配置および配向によって達成することができる、分離装置中へ青色および／または紫外光
を発射するために構成し、配向することができる。他の例において、脂質検出器は血漿貯
蔵容器３８（図１）中へ青色および／または紫外光を発射するように構成し、配向するこ
とができる。
【００６４】
　上に記載した本主題の局面は単独でまたは一以上の他の局面との組み合わせにおいて有
益であり得る。以上の説明を制限することなく、ここに開示した主題の一局面に従って分
離された血漿のための血漿流路を有する血液セパレーターと組み合わせて使用するための
光センサーシステムが提供される。この光センサーシステムは、血漿流路中の血漿中を青
色および／または紫外光が通過するように構成され、配向される。システムはまた、血漿
を通過する青色および／または紫外光の少なくとも一部を受光し、そして血漿流路中の血
漿中の脂質含量を指示する信号を発生するように構成された光検出器を含んでいる。
【００６５】
　前述の局面にまたはそれと組み合わせて使用することができる他の一局面に従えば、青
色光波長は実質的に約４５０－５１０ｎｍの範囲にある。
【００６６】
　前述の局面のいずれかにまたはそれと組み合わせて使用することができる他の一局面に
従えば、紫外光波長は実質的に約３００－４００ｎｍの範囲にある。
【００６７】
　前述の局面のいずれかにまたはそれと組み合わせて使用することができる他の一局面に
従えば、光源は青色光と紫外光を発光する。
【００６８】
　前述の局面のいずれかにまたはそれと組み合わせて使用することができる他の一局面に
従えば、さらなる光源は血漿流路中の血漿を通って実質的に約５５０－５８０ｎｍの範囲
の波長の光を通過させるように構成され、そして光検出器は血漿を通過するさらなる光の
少なくとも一部を受光し、そしてヘモグロビン含量を指示する信号を発生する。
【００６９】
　前述の局面のいずれかにまたはそれと組み合わせて使用し得る他の一局面に従えば、光
源は複数の別々の光源を含み、および／または光検出器は複数の別々の光検出器を含む。
【００７０】
　他の一局面に従えば、血液処理システムが提供される。この血液処理システムは、血液
から血漿を分離するように構成された流体処理区域を備える血液セパレーターを含む。シ
ステムはまた、血漿を流体処理区域から除去するためそれと連通する血漿流路を含んでい
る。血液処理システムの光センサーシステムは、血漿流路中の分離された血漿を青色およ
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び／または紫外光が通過するように構成された青色および／または紫外光源を含む。光セ
ンサーシステムはまた、血漿を通過した青色および／または紫外光の少なくとも一部を受
光し、そして分離された血漿中の脂質含量を指示する信号を発生するように構成された光
検出器を含む。
【００７１】
　前述の局面またはそれと組み合わせて使用し得る他の一局面に従えば、青色光波長は実
質的に約４５０－５１０ｎｍの範囲内にある。
【００７２】
　前述の二つの局面のいずれかにまたはそれと組み合わせて使用し得る他の一局面に従え
ば、紫外光波長は実質的に約３００－４００ｎｍの範囲内にある。
【００７３】
　前述の局面のいずれかにまたはそれと組み合わせて使用し得る他の一局面に従えば、光
源は青色光と紫外光とを発光する。
【００７４】
　前述の四つの局面のいずれかにまたはそれと組み合わせて使用し得る他の一局面に従え
ば、コントローラーは光源によって発射された光の５０％未満が一以上の光検出器によっ
て検出される時上昇した脂質含量を指示する出力を発生するように構成される。
【００７５】
　前述の五つの局面のいずれかにまたはそれと組み合わせて使用し得る他の一局面に従え
ば、さらなる光源は血漿流路中の血漿を実質的に約５５０－５８０ｎｍの範囲にある波長
の光が通過するように構成される。光検出器は血漿を通過するさらなる光の少なくとも一
部を受光し、そしてヘモグロビン含量を指示する信号を発生するように構成される。
【００７６】
　前述の六つの局面のいずれかにまたはそれと組み合わせて使用し得る他の一局面に従え
ば、光源は複数の別々の光源を含み、および／または光検出器は複数の別々の光検出器を
含む。
【００７７】
　他の一局面に従えば、血液を血漿および他の血液成分に分離する方法が提供される。方
法は血液から血漿を分離し、そして青色および／または紫外光を分離された血漿を通過さ
せる。青色および／または紫外光の少なくとも一部が分離された血漿を通過した後受光さ
れ、そして血漿を通過する青色および／または紫外光の量に基づいて信号が発生させられ
る。
【００７８】
　前述の局面にまたはそれと組み合わせて使用し得る他の一局面に従えば、青色光波長は
実質上約４５０－５１０ｎｍの範囲内にある。
【００７９】
　前述の二つの局面のいずれかにまたはそれと組み合わせて使用し得る他の一局面に従え
ば、紫外光波長は実質的に約３００－４００ｎｍの範囲内にある。
【００８０】
　前述の三つの局面のいずれかにまたはそれと組み合わせて使用し得る他の一局面に従え
ば、光源は青色光と紫外光を発射する。
【００８１】
　前述の四つの局面のいずれかにまたはそれと組み合わせて使用し得る他の一局面に従え
ば、コントローラーは光源によって発射された光の５０％未満が一以上の光検出器によっ
て検出された時に上昇した脂質含量を指示する出力を発生するように構成される。
【００８２】
　前述の五つの局面のいずれかにまたはそれと組み合わせて使用し得る他の一局面に従え
ば、さらなる光源は実質的に約５５０－５８０ｎｍの範囲の波長の光が血漿流路中の血漿
を通過するように構成される。光検出器は血漿を通過するさらなる光の少なくとも一部を
受光し、そしてヘモグロビン含量を指示する信号を発生するように構成される。
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【００８３】
　前述の六つの局面のいずれかにまたはそれと組み合わせて使用し得る他の一局面に従え
ば、光源は複数の別々の光源を含み、および／または光検出器は複数の別々の光検出器を
含む。
【００８４】
　他の一局面に従えば、血液を血漿および他の血液成分に分離するための方法が提供され
る。方法は血液から血漿を分離し、そして分離された血漿を青色および／または紫外光を
通過させることを含む。青色および／または紫外光の少なくとも一部が分離された血漿を
通過した後に受光され、そして血漿を通過する青色および／または紫外光の量に基づいて
信号を発生させる。この信号は分離された血漿中の脂質含量を指示する。
【００８５】
　前述の一局面にまたはそれと組み合わせて使用し得る他の一局面に従えば、青色光波長
は実質的に約４５０－５１０ｎｍの範囲内にある。
【００８６】
　前述の二つの局面のいずれかにまたはそれと組み合わせて使用し得る他の一局面に従え
ば、紫外光波長は実質的に約３００－４００ｎｍの範囲内にある。
【００８７】
　前述の三つの局面のいずれかにまたはそれと組み合わせて使用し得る他の一局面に従え
ば、光源は青色光と紫外光を発射する。
【００８８】
　前述の四つの局面のいずれかにまたはそれと組み合わせて使用し得る他の一局面に従え
ば、コントローラーは光源から発射された光の５０％未満が一以上の光検出器によって検
出された時に上昇した脂質含量を指示する出力を発生するように構成される。
【００８９】
　前述の五つの局面のいずれかにまたはそれと組み合わせて使用し得る他の一局面に従え
ば、実質的に約５５０－５８０ｎｍの範囲内の波長を持つ光が分離された血漿を通過する
。５５０－５８０ｎｍ波長の光の少なくとも一部が分離された血漿を通過した後に受光さ
れる。血漿を通過する５５０－５８０ｎｍ波長の光の量に基づいて分離された血漿中のヘ
モグロビン含量を指示する信号が発生される。
【００９０】
　前述の六つの局面のいずれかにまたはそれと組み合わせて使用し得る他の一局面に従え
ば、光源は複数の別々の光源を含み、および／または光検出器は複数の別々の光検出器を
含む。
【００９１】
　前述の七つの局面のいずれかにまたはそれと組み合わせて使用し得る他の一局面に従え
ば、光は複数の別々の光源によって別々の血漿を通過および／または分離された血漿を通
過後複数の別々の光検出器によって受光される。
【００９２】
　他の一局面に従えば、前述の八つの局面のどの方法も最初の１３の局面のどれかのシス
テムを使用して実施される。
【００９３】
　他の一局面に従えば、分離された血漿の流れのための血漿流路を含んでいる血液セパレ
ーターと組み合わせて使用するための光センサーシステムが提供される。光センサーシス
テムは血漿流路中の血漿を第１の光が通過するように構成された第１の光源を含み、第１
の光は血漿中のヘモグロビンによって有意に吸収される選択された第１の波長の第１の光
である。第２の光源は血漿流路中の血漿を第２の光が通過するように構成され、第２の光
はヘモグロビンにより有意に吸収されないが、しかし血漿中の脂質によって有意に吸収さ
れる選択された波長の光である。
【００９４】
　前述の局面にまたはそれと組み合わせて使用し得る他の一局面に従えば、第１の波長は



(17) JP 2015-524924 A 2015.8.27

10

20

30

実質的に約５５０と５８０ｎｍの間にある。
【００９５】
　前述の二つの局面のいずれかにまたはそれと組み合わせて使用し得る他の一局面に従え
ば、第２の波長は実質的に約４５０と５１０ｎｍの間におよび／または実質的に約３００
と４００ｎｍの間にある。
【００９６】
　前述の三つの局面のいずれかにまたはそれと組み合わせて使用し得る他の一局面に従え
ば、光センサーシステムは血液セパレーターとの組み合わせに使用される。
【００９７】
　前述の四つの局面のいずれかにまたはそれと組み合わせて使用し得る他の一局面に従え
ば、少なくとも一つの光源は血漿を通過する第１および／または第２の光の少なくとも一
部を受光し、そして血漿を通過する第１および／または第２の光の量の少なくとも一部に
基づいて応答する信号を発生するように構成されている。
【００９８】
　前述の五つの局面のいずれかにまたはそれと組み合わせて使用し得る他の一局面に従え
ば、プロセッサーは、血漿流路中の血漿中の脂質および／またはヘモグロビン含量を指示
する出力を発生させるため、少なくとも一つの光検出器と作動的に連携している。
【００９９】
　前述の局面のいずれかにまたはそれと組み合わせて使用し得る他の一局面に従えば、プ
ロセッサーは、第２の光源によって発射される第２の光の５０％未満が血漿流路中の血漿
により吸収される時、上昇した脂質含量を指示する出力を発生するように構成される。
【０１００】
　前述の七つの局面のいずれかにまたはそれと組み合わせて使用し得る他の一局面に従え
ば、第２の光は実質的に青色および／または紫外光を含む。
【０１０１】
　前述の八つの局面のい

ずれかにまたはそれと組み合わせて使用し得る他の一局面に従えば、第２の光は本質的に
約４７０ｎｍおよび／または約３８０ｎｍの波長を有する光を含む。
【０１０２】
　上に記載した具体例は本主題の原理のいくつかの適用の例示であることが理解されるで
あろう。当業者により、個々に開示またはクレームされた特徴の組み合わせを含む多数の
修飾がクレームした主題の精神および範囲を逸脱することなくなされることができる。こ
れらの理由のため、この範囲は上の説明に限定されず、特許請求の範囲に述べられている
とおりであり、そして特許請求の範囲は個々に開示またはクレームした特徴の組み合わせ
を含んでいる特徴に向けられることができることが理解される。
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【国際調査報告】
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